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志
多
吉
雄
・
関
西
恭
子
・
杉
山
ひ
ろ
美
・
金
子
節
子
・

瀧
根
大
樹
（
公
募
に
よ
り
、
市
民
編
集
委
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。）

●
日
常
生
活
の
中
で
男
女
平
等
な
関
係
、
特
に
言
葉
遣
い

「
家
内
」を「
妻
」に「
女
房
役
」を「
補
佐
役
」に「
主
人
、
亭
主
」

を「
夫
」に
、
ま
た「
女
の
く
せ
に
」「
男
の
く
せ
に
」の
表
現

を
絶
対
し
な
い
。
編
集
委
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
、
男
女
共
同
参
画
、
男
女
平
等
を
地
域
で
の
活
動
に

活
か
し
た
い
で
す
。

●「
う
ち
の
主
人
が
○
○
し
ま
し
た
」こ
ん
な
言
葉
も
日
常

的
に
つ
い
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
そ
ん
な
に
敬
っ
て
い

る
訳
で
も
、
か
し
ず
い
て
い
る
と
も
思
え
な
い
の
に
…（
笑
）

夫
の
両
親
か
ら
長
年〝
嫁
、
嫁
〞と
言
わ
れ
憤
慨
し
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
ご
ろ
習
慣
的
に

使
っ
て
い
る
言
葉
の
意
味
を
、
洗
い
直
し
て
み
る
と
家
庭

の
中
に
も
問
題
点
は
多
そ
う
で
す
。

●
普
段
の
生
活
の
中
で
何
気
な
く
見
か
け
る
物
も
表
現
に

よ
っ
て
は
男
女
の
区
別
が
さ
れ
て
し
ま
う
事
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
表
現
す
る
事
は
誰
も
が
自
由
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
少
し
配
慮
し
て
表
現
す
る
事
に
気
を
使
っ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

●
昔
、
学
校
の
文
書
に「
父
兄
」と
の
記
載
が
あ
り
、
幼
心

に
強
く
違
和
感
を
感
じ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
で
も
時

折「
父
兄
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
個
人
の
意
識
が

因
習
を
打
破
し
ま
す
。
時
代
に
相
応
し
い
、
思
い
や
り
の

あ
る
表
現
を
使
い
た
い
も
の
で
す
。

●
今
回
の
テ
ー
マ
は
表
現
と
男
女
共
同
参
画
。
い
つ
も「
新

し
い
風
」の
た
め
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
際
は
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。
女
の
子
の
服
に
ピ
ン
ク
の
色
ば
か
り
塗
ら
な
い
よ

う
に
と
か
、
逆
に
男
性
に
も
ピ
ン
ク
の
Ｙ
シ
ャ
ツ
を
着
せ

て
み
よ
う
、
と
か
。

　

ひ
と
こ
と　

ス
タ
ッ
フ
の
志
多
吉
雄
さ
ん
は
男
女
共
同

参
画
を
テ
ー
マ
に
市
展
に
ポ
ス
タ
ー
を
出
展
し
、
男
女
の

お
互
い
の
思
い
や
り
を
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
イ
ラ
ス

ト
担
当
の
関
西
恭
子
さ
ん
は
、
名
古
屋
市
中
区
の
つ
な
が

れ
っ
と
名
古
屋
に
て
１
月
16
日
〜
29
日
に
イ
ラ
ス
ト
展
を

開
催
さ
れ
ま
す
。

　市役所201会議室にて 10月24日、市内の男女共同参画推進懇話会委員、男女共同参画サポーター、女性人材
リスト登録者約30名が参集し、第1回男女共同参画関連者座談会を開催しました。これは第2次高山市男女共同
参画基本計画が来年度に最終年度を迎え、次期計画策定のための提案や意見をいただくために開催したものです。
　参加者を 6つのグループに分け、第2次高山市男女共同参画基本計画の 5つの柱である「家庭」「教育」「職場」「地
域」「推進」の 5つの項目について、ざっくばらんに意見を述べていただく形式をとりました。
●家庭
　夫婦ともに仕事を持っていても家事は妻の役目である現実がある。
　男性の育児参加、家事参加はもちろん大事だが普段の育児、家事に対する感謝のことば「ありがとう」を言うこ
とがとても大事。
　夫が仕事から帰ると、妻が熱を出して寝ていた。「僕は大丈夫。外で食べてくるから。」それでは妻の食事はどう
なるのでしょうか。
●教育
　応援団長を女子がやったり、卒業式の男女混合での「あいうえお順」など、ずいぶん男女共同参画に配慮される
ようになった。
　精神的に成長する重要な時期にある中高生に向けて、男女共同参画施策をどうするのかを明確にする必要がある。
●職場
　建築業でも、女性が採用されている会社は伸びてきている。女性の意見が多く取り入れられている。
　給与体制はまだ男性の方が収入が高く、このことが男性の育児休業取得が困難であることにつながる。
　病院には男性の看護師が増えてきたが、患者によっては女性の看護師の方がいいという希望もある。患者が選
択できるような体制も必要かもしれない。　
●地域
　町内会の役員の方はほとんど男性。夜の時間帯に出ていけるのは女性ではなかなか難しい。
　女性部という一括りの中での活動も見直しが必要なのでは。
　地域で気楽に集まれる場所がほしい。
●推進
　女性青少年会館について、女性が利用するという視点で名称がつけられており今では名称に違和感を覚える。
市の男女共同参画は後退しているのではないか。窓口を一本化してほしい。
　などの活発な意見が出されました。今回出された意見をもとに問題点を見出し、第２回座談会においては、そ
の解決策や新たな施策などについて意見をいただきたいと考えています。

第1回 男女共同参画関連者座談会開催


